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交通事故相談日

5月27日(火)

市役所市民相談室

10時"-'15時
なるべく事故に関係の
書類をご持参下さい
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着付の指導を受けている皆さん

趣味と実益をかねて
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きもの着付教室

中央公民館

新しい連帯惑の葬戒を

生きがいを求める市民のいろいろな学習希望に乙たえ

て、中央公民館は、きもの着付教室、手編教室、生きが

い論講座など多様な教室や講座を開設しています。

きもの着付教室は、毎週金曜日午後1時30分から 2時

間松永まさ枝先生の指導で和服着付の基礎から帯の作り

方、結び方、訪問着の美しい着付など趣味と実益をかね

て一生懸命に励んでいます。

現在受講中の20人は、応募者51人の中から抽せんで決

められたもので、学習への関心の高まりが見られます。

公民館は余暇を生かしてあなたの趣味と、個性で、楽

しい仲間づくりを考え、グルーフ。活動をより多くの人に

利用していただくように広報、展示活動につとめ、新し

い連帯感の育成に務めています。
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水
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週

間

市政だより

六
月

一
日
か
ら
七
日
ま
で
全
国

的
に
水
道
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す

水
道
は
私
た
ち
の
文
化
的
な
生

活
に
と

っ
て
、
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
す
。

朝
起
き
て、

顔
を
洗
い、

歯
を

み
が
き
、
夜
に
暖
か
い
お
風
呂
で

疲
れ
を
い
や
す
ま
で
、
い
つ
で
も

ど
乙
で
も
私
た
ち
の
生
活
を
豊
か

に
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
水
道
は
、
恐
ろ
し
い
火
事

昭和50年 5月15日
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か
ら
私
た
ち
の
財
産
を
守
る
消
火

に
活
躍
す
る
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な

産
業
に
利
用
さ
れ
、

社
会
活
動
の

支
え
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
水
道
は
、
い
つ
も

私
た
ち
の
そ
ば
に
あ
っ
て
健
康
で

明
る
い
生
活
の
支
え
と
な

っ
て
い

ま
す
が
、

社
会
生
活
が
整

っ
て
く

る
に
従

っ
て
、

水
道
の
水
を
使
う

量
も、

昔
と
く
ら
べ
も
の
に
な
ら

な
い
ほ
ど
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、

本
市
の
水
道
の
元

と
な
る
水
も
、

そ
の
約
八
十
五

Mm

を
地
下
水
に
、

残
り
の
約
十
五
M
却

を
川
か
ら
の
表
流
水
に
よ

っ
て
賄

っ
て
い
ま
す
が
、
乙
の
地
下
水
に

も
限
度
が
あ
り
、
貯
水
ダ
ム
の
築

造
や
浄
水
施
設
の
増
築
が
必
要
と

な
り
、
こ
れ
ら
の
建
設
に
巨
額
の

費
用
を
要
し
ま
す。

皆
さ
ん
は
、
水
道
を
使
う
場
合

水
を
ム
ダ
に
使
い
す
ぎ
て
は
い
ま

せ
ん
か

?

水
道
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
財

鉄

道

妨

国
鉄
で
は
鉄
道
事
故
か
ら
皆
さ
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選分 に さ の f 
今 証 か、れ 市 市 し

後 書 ら四ま 議選 苛I
四 を 市月 し 会 挙 ニω
年授役 三た 議 管 語尾
関 与 所 十三員 理 之為
に さ 第 日 十 一 委 主
われー午人 般 員 藷言
た ま会 後 の選会 立
つし 議 ー か 挙 は 民
てた 室時たで 刀、

。で 三が 当 今 + 以ヒイ
私 当 十た 選回 叩 当

:た 投 票 数 発た 苧選
。票 者 三な 展 ち 李 三白

率 数 万 おに 市 主主 叫L

は 三 八 、つ民 百 享享
八万 千選く の 哩 Z 
十 四五 挙 し代 ~ 
九千百の て 表 委 長

三 四 結 いと 9 'J;入

ー 百十 果 たし 民 -5 
七七七 はだ て会 ぜ

労 十 人 有 き 市 一
で 四 、権 ま 政
し人 投 者す の

産
で
す
。

水
道
が
ム
ダ
に
使
わ
れ
て
い
な

い
か
、
も
う
一
度
私
た
ち
の
ま
わ

り
を
注
意
し
て
み
ま
し
ょ
う。

水
道
を
正
し
く
理
解
し
て
、

無

駄
の
な
い
よ
う
に
使

っ
て
い
く
。

こ
れ
を
認
識
す
る
の
が
、
水
道

週
間
で
す
。

水
道
部
は、

皆
さ
ん
か
ら
の
お

問
合
せ
や
、
ご
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
の
で
、

気
軽
に
ど
連
絡
下
さ

電

話

大

村

③

|

一
一
一
一

害

防

止

l乙

ζ 

協

を

力

ん
を
守
り
.
列
車
が
安
全
に
運
転

マ危ケ

鉄

道

事

故

顎

場

軽

自

動

車

税

山

納

税

通

知

書

を

発

送

昭
和
五
十
年
度
分
の
軽
自
動
車

も
し
届
か
な
か
っ

た
り、

わ
か

山

V

税
の
納
税
通
知
書
を
五
月
十
二
日

ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
課
山

川
に
発
送
し
ま
し
た。

税
課

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

で
き
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
の
努

力
を
続
け
て
い
ま
す
。

特
に
五
月
二
十
二
日
か
ら
六
月

一
日
ま
で
を
「
鉄
道
妨
害
防
止
運

動
期
間
」
と
定
め
踏
切
の
正
し
い

通
行
や
線
路
の
中
に
は
い

っ
た
り

す
る
人
が
な
い
よ
う
に
注
意
を
呼

び
か
け
た
り
、
取
締
り
を
強
化
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す。

昨
年
度
の
長
崎
鉄
道
公
安
室
管

内

(
長
崎
県
と
佐
賀
県
の一

部
)

で
こ
れ
ら
の
鉄
道
防
害
が
五
十
五

件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
規
則
を
守
ら
な
い

ド
ラ
イ
バ

ー
に
よ
る
踏
切
事
故
二

十
九
件
、
線
路
の
中
を
歩
い
た
り

遊
ん
だ
り
し
て
列
車
を
止
め
た
事

故
九
件
、
線
路
に
石
や
物
を
置
い

た
事
故
十
一

件
と
な
っ
て
い
ま
す

こ
の
よ
う
な
事
故
は
ペ
本
人
は

も
と
よ
り
、
列
車
に
乗

っ
て
い
る

大
勢
の
人
の
生
命
に
か
か
わ
る
も

の
で、

大
変
危
険
な
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
.
次
の
こ
と
を
守

っ
て

鉄
道
妨
害
の
防
止
に
ど
協
力
下
さ

一、

踏
切
で
は
必
ず

一
時
停
止
し

て
、
よ
く
見
、
よ
く
聞
き
、
左

右
の
安
全
を
確
か
め
て
か
ら
通

っ
て
下
さ
い。

二、

踏
切
で
車
が
落
込
ん
だ
り
、

エ
ン
コ

し
た
ら
ま
ず
列
車
を
止

め
る
手
配
を
し
て
下
さ
い
。

三、

線
路
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ

て
も
通
ら
な
い
。
ま
た、

子
供

た
ち
を
遊
ば
せ
な
い
で
下
さ
い

四
、
よ
そ
の
子
供
さ
ん
の
危
な
い

行
い
に
は
勇
気
を
も

っ
て
注
意

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
大
村
市
で
最
近
発
生
し

た
事
故
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
村
、
岩
松
聞
の
上
小
路
踏
切

で
エ
ン
ス
ト
し
た
た
め
列
車
に
向

っ
て、

両
手
を
振
っ

て
停
車
さ
せ

た
の
で
衝
突
を
の
が
れ
た
。

長
崎
鉄
道
公
安
室
長
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き

れ

い

な

環

境

を

み
ん
な
で
守
ろ
う
。

不

燃

物

の

持

ち

出

し

不
燃
物
収
集
は
毎
月
収
集
日
を

決
め
て
、
そ
の
前
日
に
限
り
各
世

帯
か
ら
集
積
所
ま
で
持
ち
出
し
て

も
ら
う
よ
う
再
々
呼
び
か
け
て
お

り
周
知
の
こ
と
で
す
が
、
ま
だ
、

こ
れ
を
守
ら
ず
に
い

つ
も
不
燃
物

集
積
所
が
ご
み
の
山
に
な
っ

て
い

る
と
こ
ろ
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す。
お
互
い
に
注
意
し
合
い
決
め
ら

れ
た
日
以
外
に
持
ち
出
す
乙
と
を

防
止
す
る
乙
と
に
心
が
け
、
き
れ

い
な
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う。

りお お む

も
え
な
い

C
み

@

不
燃
物
と
は

V
び
ん
類
、
か
ん
類
、
ト
タ
ン

く
ず

市政だより

V
ガ
ラ
ス
く
ず
、

瀬
戸
物
く
ず

V
テ
レ

ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫

な
ど
の
不
要
品

V
燃
え
が
ら
、
灰

V
そ
の
他
不
用
と
な
っ
た
家
庭

用
品

(3) 

。
正
し
い
出
し
方

V
紙
袋
や
ビ

ニ
ー

ル
袋
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
な
ど
に
入
れ
一

個

の
重
さ
を
約
十
切
に
ま
と
め

て、

ほ
ど
け
な
い
よ
う
に
荷

造
り
し
て
下
さ
い
。

@
不
燃
物
集
積
所
に
次
の
も
の
は

絶
対
に
出
さ
な
い
よ
う
に

H

V
事
業
所
(
商
居
な
ど
)
の
事
業

活
動
か
ら
出
る
不
燃
物
ご
み

企
残
飯
類
、
木
ぎ
れ
、
紙
く
ず

な
と
の
燃
え
る
一

般
ご
み。

@
不
燃
物
収
集
日
は
別
表
の
と
お

り
の
日
と
な
っ
て
い
ま
す

必
ず
乙
の
日
の
前
日
か
、
当
日

の
午
前
八
時
ま
で
に
集
積
所
に

持
ち
出
す
乙
と
。

乙
の
日
以
外
は
絶
対
に
出
さ
な

い
よ
う
に
。

害。集収燃不

l iibil11lllィ
表日物

8月名町

大川田町.竹松本町.竹松住宅.小路口住宅.小路口町.小路口本町鬼橋.

竹松町.宮小路.1.2.3丁目.宮小路九電町 黒丸

沖田.寿古.皆同.今富.立福寺.弥勤寺.矢上 草場.橋本.宮本.浦一区

二区.南松本.北松本.久津.寺本.梶ノ尾.山下.梶ノ尾団地

野田.重井田.北木場今山.東光寺.野岳北南.野田.平原.武留路

黒木.北川内南川内.久良原.中岳.田下宮代.原.荒瀬

犬
の
放
し
飼
い
は

絶
対
に
や
め
よ
う

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
に
よ
り

人
畜

・
農
作
物
に
被
害
が
お
よ
び

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
苦
情

が
出
て
い
ま
す
。

他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
犬
の
放

し
飼
い
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

未
登
録
犬

・
放
し
飼
い
の
犬
は

捕
獲
し
ま
す
の
で
、
た
だ
ち
に
登

録
を
す
ま
せ
正
し
い
犬
の
飼
い
方

を
し
ま
し
ょ
う。

@
犬
の
登
録
は
、
常
時
、
市
役
所

・
各
出
張
所
で
行
っ
て
い
ま
す

。
不
用
犬
の
回
収
日
は、

毎
週
火

・
金
曜
日
の
午
前
中
と
毎
月
十

四
日
で
す
。

回
収
箱
は
、
市
役
所
と
各
出
張

所
に
あ
り
ま
す
。

ご
み
と
し
尿
の
相
談
は

大

村

市

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

電

話

②
|
二
八
一
四

②

l
三
五
三
九

森
園
郷
一
四
七

O
番
地
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;老;
;人l
j医;
;療!
;費;

缶
詰
、
イ
ン

ス
タ
ン

ト
食
品

冷
凍
食
品
な
ど

手
軽
に
食
べ
ら

れ
る
食
品
を
加

工
食
品
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

買
う
と
き
の
注

卓
息

一

一、

冷
凍
シ
ヨ

は

編一

と

受

給

者

証

更

新

を

ロ
ロロ

ロ
ロロ

食

凍食

市政だより

老
人
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

期
と
な
り
ま
し
た。

該
当
者
に
は
申
請
書
を
送
付
し

新
を
し
ま
す。

加工

" A  一一-rp 

ー
ケ

l
久
の
温

申
請
は
五
月
中
に
、
六
十
五
歳

以
上
の
寝
た
き
り
老
人
及
び
七
十

ま
す
の
で
所
要
事
項
を
記
入
し
て

福
祉
事
務
所
ま
た
は
、
出
張
所
へ

提
出
し
て
下
さ
い。

度
が
マ
イ
ナ
ス

十
五
度
C
以
下

に
保

つ
で
あ
る
と
乙
ろ
の
も
の

二、

カ
チ
ン
、
カ
チ
ン
に
凍
っ

て

い
る
も
の

一ニ、

包
装
の
き
れ
い
な
も
の

歳
以
上
の
高
齢
者
が
使
用
さ
れ
て

い
る
老
人
医
療
費
受
給
者
証
の
有

も
し
漏
れ
て
お
ら
れ
る
人
は
福

効
期
間
が
六
月
三
十
日
ま
で
と
な

祉
事
務
所
ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い

っ
て
い
ま
す
の
で
受
給
者
証
の
更

大 x 選議以後;川護 養護畿襲撃
廿 幾三 話線手紙ミ 言 語 霊議綴幾総選
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機れ送港席石 エの
がるり 関 し 助式プ閉新
別 中 を係 、役 lζ ロ 港空 f 
れ で 受者花をはン式港 二H--

Jを 東 け 並東は松 で が闘 で王
惜 京 、び 贈 じ 園 行 四港 芯壬
し行「に 呈め県わ 月に ゲ
み最壁 ー な各経れ 二 伴 ヌ
な 終 の 般 ど 関済ま 十 う エ
が便光市 が係部 し 九大 」ーま
ら Y L -民あ者長た日村 人ヴさ
飛 S が の りが 、。 空空 、

〈び 11流見空出大 港港 村し

れ ツ めき 観 以 月 去 十ナこ
まチざま光来 十 同 っ空
し をす し 客十 七 空 て | 
たした た の 六日 港行 、土 |

め が 足 年定 は き '色 |
静新 、と 間期 、ま | 

か空 あし 県便昭 し閉
ζ 港 すて 民 と 和た
幕 lζ へ 利はし =
がノミの用も て干 港
閉 ト 躍 さ と 就四
じ ン 進 れ よ 行年
ら タを て り し五

四
、
中
の
食
品
の
見
分

け
が
つ
く
も
の

玉、

製
造
年
月
日
の
表

示
の
新
し
い
も
の

六、

認
定
証
の
マ
l
ク

の
つ

い
て
い
る
も
の

は、

品
質
規
格
と
衛

生
規
準
に
合
格
し
た

も
の
で
す
。
良
い
商

品
の
目
安
に
し
ま
し

ょ
，っ。

第

何

回

子
供
大
会
終
る

市
内
の
子
供
た
ち
が

集
ま
っ

て
子
供
の
日
を

祝
う
、
子
供
大
会
が
市

民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

優
良
子
供
会
と
し
て

昭
和
通
り、

上
小
路
、

今
村
子
供
会
が
表
彰
さ

れ
た
あ
と
、

演
芸
会
で

は
、
合
唱
、
民
踊
、
音

楽
劇
、
郷
土
芸
能
な
ど

が
出
さ
れ
楽
し
い
一

日

を
過
ど
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
事
業
費
へ
金
一
封
用
椅
子
二
台
ム
市
社
会
福
祉
協
議
叩

会

・
七
万
二
千
円
ム
植
松
町
飯
塚

~

ム
三
ノ
郷
の
森
山
義
昭
さ
ん
は
、

一
枝
さ
ん
・
四
万
九
千
円
ム
本
経
V

亡
母
レ
イ
さ
ん
の
忌
明
に

寺

・
餅
四
十
四
キ
ロ
、
み
か
ん
十
V

マ
諏
訪
郷
の
森
康
子
さ
ん
は、

キ
ロ
ム
田
中
ふ
く
さ
ん

・
み
か
ん
い

亡
夫
定
基
さ
ん
の
思
明
に

川

十
六
キ

ロ
ム
上
久
原
船
本
行
徳
さ
γ

ム
協
和
町
の
高
江
二
三
四
さ
ん
は

ん

・
み
か
ん
二
十
二
キ

ロ
ム
水
田

川

川

b

亡
夫
祥
悟
さ
ん
の
忌
明
K

J

ム
木
場
郷
の
深
堀
鶴
枝
さ
ん
は
、

子

供
会

・
三
千
円
ム
秘
山
郷
中
尾

い

い
た

亡

夫
作
雄
さ
ん
の
忌
明
に

博

一
さ
ん

・
菓
子
百
十
五
袋

・
清

竹

山
し

ム
木
場
郷
の
板
橋
潤
さ
ん
は
、

酒
三
本
ム
西
本
町
水
田
安
仁
さ
ん
い

い
ま

家
畜
防
疫
情
報
収
集
従
事
の
報

演
芸

・
置
物

一
個
ム
東
京
都
大
川
い

山

、

償
金
を

浩

司

さ
ん

・
演
芸
ム
下
鈴
田
老
人

山
• 

山一
j
i

ム
小
路
口
町
の
坂
井
カ
ズ
子
さ
ん

ク

ラ

ブ
・

餅
二
十
二
キ
ロ・

小
豆

山

川

J
C

は
亡
夫
武
光
さ
ん
の
忌
明
に

三
キ
ロ・

み
か
ん
四
十
三
キ
ロ

・
山

〈
こ

ム
玖
島
郷
の
岩
永
大
四
郎
さ
ん
は

砂
糖
三
キ
ロ

・
踊
ム
長
崎
市
松
雪

山

〈
う

亡
母
カ
ツ
さ
ん
の
忌
明
に

広
子
さ
ん

・
西
本
町
川
内
醇
子

さ

~

山
と

ム
諌
早
市
の
江
川
ミ

キ

さ

ん

ん

・
五
万
円

• 

小
が

ム
水
田
二
区
の
中
尾
キ
ヌ
エ
さ
ん

ム
松
山
郷
相
田
儀
作
さ
ん

・
二
千

九

は
亡
夫
晴
人
さ
ん
の
忌
明
に

円
ム
福
重
婦
人
会

・
み
か
ん
三
十

九

川り

~

ム
春
日
町
の
安
永
晃
さ
ん
は
、

キ
ロ・

花
類
ム
鈴
田
婦
人
会

・
二
H

V

あ

亡
母
ミ
ヱ
さ
ん
の
忌
明
に

千
円

・
踊
り

・
み
か
ん
二
十
二
キ
山

川
付

ム
祝
崎
郷
の
神
野
誠
志
さ
ん
は
、

ロ

・
石
け
ん
四
十
一

個

・
タ
オ
ル

~

〈
寄

亡

父
関
太
郎
さ
ん
の
忌

明

に

五

枚

・
チ
リ
紙
企
富
ノ
原
武
藤
正
山

川
ご

ム

溝
陸
郷
の
浜
田
重
実
さ
ん
は、

巳
さ
ん

・
五
万
円
ム
諌
早
市
前
田

~

亡
父
初
生
さ
ん
の
忌

明

に

和

年
さ
ん

・
五
千
円
ム
若
草
会

・
・.

い
寸

ム

諏

訪

郷
の
干
野
カ
ツ
ヱ

さ
ん

舞

踊

・
み
か
ん
十
九
キ
ロ・

せ
ん
川

ム
大
村
音
楽
同
好
会
の
皆
さ
ん
は

ベ
い
五
袋

・
あ
め
十
八
袋
A
古
町

ν

子
供
の
家
、
言
泉
寮
、
向
陽
寮

吉
田
文
枝
さ
ん

・
三
千
円
ム
大
村
V

の
入
園
児
へ
金
一
封

高
等
学
校
J
R
C
ク
ラ
ブ

・
歌

・一

市
立
清
和
国
へ

演
劇

・
鰻
頭
百
六
十
個
ム
武
部
郷
叩

ム
新
明
昭
和
工
業
株
式
会
社
福
岡
柴
田
義
磨
さ
ん

・
七
千
九
百
四
円

γ

営
業
所
上
釜
通
男
さ
ん
・
散
髪

ム
古
町
草
村
瞭
子
さ
ん
・
二
千
円
V
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りおおむ

ブ室長
主文ず 1

お

し

り

注
射
と
検
診

市政だより

園
五
月
の
日
曜
当
番
医

一

部

変

更

五
月
一
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
五
月
の
日
曜
当
番
医
の
中
で

し
た
。

次
の
と
お
り

一
部
変
更
が
あ
り
ま

⑥
十
八
日
の
渡
辺
医
院
が
山
道
外

科
に
変
更

⑨
二
十
五
日
の
山
道
外
な
か
渡
辺

医
院
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

変
更
後
の
日
曜
当
番
医
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一

一

nHU

R
u
v
h
d
一

nHU

に
d
倶

U

F
E
一n
u
nu

n
d

一n
u
-
-

aaT

一-
P

ロ
一

nHU
内
‘
岨
凋
川
宝

一
nH
u

nHU

F『
叫

一電一

4

4

4
一
4

4
at

--E
一

一

9ω

内

a
o凸
一
O
Q

Q
A
E
--

E
一地
一
城

松

町

一部

並

郷

FE
一在一一
一一

本

一

ノ

者
一
所
一
東
並
西
一

武

松

一

当

一5
一
科

科

科

一説

院

院

一4
一内

外

眼

一
詑

医

医

曜

一院一

一
明

三
一

道

崎

一
山

藤

辺

E
一
間

山

岩

一
間

後

渡

3
一
科

科

科

一科

科

科

科
一

一

人

一

一
見

療
一

一

婦

診
一内

外

眼

一
小

産

外

E

M

十

部

日の5月

(5) 

せ
圃
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す
グ

六
月
の
健
康
相
談
室
の
日
程
は

次
の
と
お
り
で
す
。

健康相談室日程表

!岡二午|竺一:1 持| 妊 婦 教室

6月 6日剛|妊婦相談 一 般 相 談
6月1日1日副|妊婦相談 妊 婦 教 室
6月1臼3日則|妊婦相談 乳 幼 児 相 談

6月1日8日則|妊婦相談 妊 婦 教 室
6月2加0日副i妊婦相談 一 般 相 談
6月2幻7日副|旺婦相談 i乳幼児相 談

園
三
歳
児
健
康
診
査

対
象

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
生

ま
れ
の
人
及
び
同
年
五
月
か
ら

十
月
生
ま
れ
の
人
で
ま
だ
健
康

診
査
を
受
け
て
い
な
い
人
。

日

時

五

月

二
十
七
日

(
火
)

午
前
九
時
三
十
分

t
十

一
時

午
後

一
時

f
二
時
三
十
分

場

所

市

役
所
第

一
会
議
室

料
金

無
料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
し

て
下
さ
い
。

置
妊
婦
教
室

場
所

市
役
所
健
康
相
談
室

時
間

午
後

一
時
か
ら

i 内 容

10知っておきたい母と子のための制度
6月 4BI10妊娠中の保健(乳房マッサージの実習)

l iO安産川補問妊婦体操の実習1)16月11日|こ〉産後の保健
:8育児(赤ちゃんの入浴のさせ方の実習)1

1 6 ;3 18B 18家庭のしあわせのために (家族計画~ J6月 18 日 I~~~~ ~~~! ~--'~:-~ ~~~~~:~~， I 10妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習y

講

ぷ』
Z玄

習

圃
危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会

一
、
乙
種
第
四
類

日
時

五
月
二
十
九
・
三
十
日

午
前
九
時

t
午
後
四
時

場
所

市
民
会
館

二
、
丙
種

日

時

五

月

十
六
日

午
前
九
時

l
午
後
四
時

受
講
料

乙
種
四
類
二
千
円

丙
種

千
二
百
円

(模
擬
問
題
集
を
含
む
)

※
詳
し
く
は
大
村
消
防
署
予
防
係

子
供
の
成
長
ゆ
ど

へ

電
話

②

l
四
一
三
八

回
ゲ
ル

l
ブ
活
動
に

参

加

を

青
年
の
文
化
・
奉
仕
・
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通
じ
、

新
し

い
友
と
楽
し
い
活
動
の
場
を
求
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

A

む

ぎ

の

子

人

形

劇

団

六

月
二
十
五
日

中
下
久
美
子

②

l
三
七

O
七

独

り
立
ち

l

A
大
村
音
楽
同
好
会

ど
の
子
供
で
も
、
自
分
で
や
り

今
田
勝
利

勤
②
|
三
一
三
一

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
気

企
大
村
ギ
タ

l
A
E奏
団

持
を
失
わ
せ
ず
独
り
立
ち
の
子

田
川

仁

@
l
四

O
四
八

供

に
育
て
る
に
は
ど
う
し
た
ら

企
大
村
混
声
合
唱
団

よ
い
か
。

田
川
怪
之

②
|
四

C
O
O
-

七
月
二
日

子

供
の
成
長
凶
ふ
れ

企
大
村
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

あ
い
の
教
育

i

中
沢

均

③
|
九
二
三

O

子
供
の
心
の
健
全
な
発
達
を
促

企
大
村
社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

す
に
は
心
の
安
定
が
必
要
で
あ

小
野
博

信

勤

②
|
一
二

三

一

る

。

親
と
の
ふ
れ
あ
い
、
友
だ

企
大
村

B
B
S会

ち
と
の
ふ
れ
あ
い

の
大
切
さ
に

丸
田
助

喜

勤

②

l
三
四
六
五

つ
い
て
考
え
る
。

申
込

直
接
各
団
体
へ

-

場

所

中

央
公
民
館

※
青
年
団
体
、
グ
ル

l
ポ
サ
l
ク

対
象

'幼
児
を
も
っ
お
母
さ
ん

ル
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
や
新
し
い

d

定
員

ρ

〔
三
十
人

青
年
の
、グ

ル
ー
プ
を
結
成
さ
れ
ま

受
講
料

無
料

し
た
ら
市
社
会
教
育
課
代

dp

『講
師

元
小
学
校
教
諭

圃

幼

児

家

庭

教

育

講

座

'
一
‘

谷
口
初
子
先
生

申
込
-
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏

日
時
、
内
容

毎
週
水
曜
日

-

〆
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

午
前
十
時

l
十
二
時
。

記
入
し
て
五
月
ご
十
九
日
(
当

六
月
十

一
日

子
供
の
成
長
山
体

日
消
印
有
効
)
ま
で
に
申
し
込

で
覚
え
る

i

幼
児
の
成
長
に
と
っ
て
大
切
な

ん

で

下

さ

い

。
多
数
の
場
合
は

「
遊
び
」
に
つ
い
て
考
え
る
。

抽
せ
ん
で
決
定
。

六
月
十
八
日

う
し
て

l

子
供
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
尋
ね

る
。
乙
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
乙
と

を
知
り
自
分
の
世
界
を
広
げ
る

た
め
で
あ
る
。
子
供
の
疑
問
に

親
は
ど
う
答
え
た
ら
よ
い
か
。

子
供
の
成
長
問

申
庭 込
教 先
育
講中
座央
」公
係 民
あ 館
て「
。幼

児
家

開 設 期 間 6月 ~ 来年 3月 I 関教市 学 し入 社 お 圃
} 詳す 育 民 内 級 な込会 会 り 婦 冨

種 別 会 場 開催日 |時 間 |し る 、 生 容 を お みへ 教 募人 旦仰
I "']" ItU く 学趣 活は聞こ下五 育集 学 受人

読書コ ース |市立 図ー書 館 |毎月 25日 113:30--15: 3o!は 習 味 、生設 のさ月 課 し 級 苦学

木彫 が l中 央公 民 館 |民胤第創1·け3火曜 日4山叩I~川~ペ叫臼昨2 : 川 E Z二震霊 主5し勺;手 2ご皇者遍
I " .".~ I"~ ~/'-~ ~ I ~= =] 会 。 般管計 すに 日 は ま 講 を の

三二三三ニ|勤労青少年ホー ム | 毎週水 ~I~0:00 .....1 2:0oi 塾 教 理 、。各 ま 各 す者 募
1......=-=-_ . .>.t...." ."，.~~ 1 F-'=  _'- 1." "" .~ ."" I 省 養 、 消 地で地のを 住

洋裁 11 1滝野高等洋裁学校|毎週水 11 113:30-15:301議 な子費 区 に区で 次 某

l 生 活学校 |中央公民館 |第 3月 Mlm:004:ooit E告書 E 草案 42
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(6) 

圃
手
作
り
お
や
つ
教
室

り

日
時

六
月
五
日

l
八
月
七
日
。

毎
週
木
曜
日、

午
前
十
時
1
十

二
時
。

場
所

中
央
公
民
館

対
象

婦
人

定

員

三

十

人

受
講
料

無
料
(教
材
費
は
実
費
)

講
師

諌
早
料
理
学
院

柳
原
淳
先
生

申

込

八

ミ
リ
映
画
教
室
と
同
じ

要
領

申

込

先

〒

8
5
6
久
原
郷

l

の
一
中
央
公
民
館
「
手
作
り

お
や

つ
教
室
」
係
あ

X

電

話
②
|
四
三
二

一

おおむ市政だより

圃
八
ミ
リ
映
画
教
室

日
時
、
内
容

毎
週
土
曜
日

午
後
三
時

1
六
時

六
月
七
日

撮
影
機
と
映
写
機

-
撮
影
機
の
選
び
方
と
撮
り
方

.
映
写
機
の
選
び
方
と
映
し
方

.
台
本
の
書
き
方
か
ら
現
像
ま

で
六
月
十
四
日

タ
イ
ト
ル
の
作
り

方
と
編
集
の
仕
方

・
タ
イ
ト
ル
の
書
き
方
と
撮
り

方
・
二
重
撮
影
の
仕
方

・
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
の
撮
り
方

六
月
二
十
一
日

録
音
の
仕
方
か

ら
映
写
ま
で

-
録
音
の
仕
方

・
教
材
と
し
て

の
八
ミ
リ

・
家
庭
ム

ー
ビ

ー
と

し
て
の
八
ミ
リ

場

所

中

央
公
民
館

対
象
一
般
成
人

定

員

三

十

人

受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講

師

県

社

会
教
育
主
事

末
吉
純
次
先
生

申
込

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
五
月
二
十
九

日

(
当
日
消
印
有
効
)
ま
で
に

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
多
数
の

場
合
は
拍
せ
ん
で
決
定
。

申

込

先

中

央
公
民
館

「
八
ミ
リ

映
画
教
室
」
係
あ
て

催

し

も

の

児
童
文
化
資
金
チ
ャ
リ
テ
ィ

l

桑
原
瑛
子
ソ
プ
ラ
ノ

リ
サ
イ
タ
ル

元
藤
原
歌
劇
団
プ
リ
マ
ド
ン
ナ

と
し
て
活
躍
さ
れ
た
桑
原
瑛
子
さ

ん
の

ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
を
開

催
し
ま
す
。

主
催

桑
原
瑛
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ

イ
タ

ル
実
行
委
員
会

市
教
育
委
員
会
外

五
月
三
十
一
日
(
土
)

開
演
午
後
六
時
三
十
分

日後
時援

場
所

市
民
会
館

主
な
曲
目
か
ら
た
ち
の
花
、

あ
る
晴
れ
た
自
に

外

入

場

料

大

人

六

百

円

小
中
学
生

四

百

円

入
場
券
の
発
売
市
内
の
各
プ
レ

イ
ガ
イ
ド

※
問
い
合
せ
は
、
中
地
区
公
民
館

へ

電

話

③

l
一
三
七
六

-
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

技
術
講
習
会

日
時
五
月
二
十
五
日
(
日
)

午
前
十
時

l
午
後
四
時

場
所

市
民
体
育
館

主

催

市

バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会

※
ラ
ケ
ッ

ト
は
で
き
る
だ
け
持
参

し
て
下
さ
い
。

-
婦
人
体
力
つ
く
り

教

室

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
は
つ
ら

と
し
た
心
身
を
つ
く
る
た
め
に
教

室
を
開
設
し
ま
す。

各
種
目
と
も
ベ
テ
ラ
ン
の
講
師

が
初
心
者
向
き
に
指
導
し
ま
す
の

で
ふ
る
っ
て
ど
参
加
下
さ
い
。

日
程
は
下
記
の
と
お
り。

場

所

市

民
体
育
館
ほ
か

期
間
五
月
三
十
日

1
十
月
三
十

一
日

毎

週
金
曜
日

午
前
十
時

I
正
午

参
加
料

無

料

人
員三

十
人

申
込五

月
二

十
六
日

ま
で
に

住
所
、

氏
名
、

年
齢
、

電
話
番

号
を
市

教
育
委

員
会
体

育
課
へ

り教室指導計画

~ 

4ゴ・

(11: 00-12: 00) 半

内

後

導

(10:00-11:00) 

指

半前

そ

他

の

-
観
光
絵
は
が
き
を

無

料

配

付

大
村
市
観
光
協
会
で
は
、
大
村

公
園
の
花
菖
蒲
の
絵
は
が
き
を
無

料
で
配
付
し
ま
す
。

希
望
者
は
観
光
協
会
ま
で
お
い

で
下
さ
い
。

な
お
、

花
菖
蒲
の
見
頃
は
六
月

上
旬
で
す
。

持南測定

ノfレーボーノレ

(親子、市民プール〉泳
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-
小
規
模
企
業
の

中
元
特
別
融
資

市
内
の
小
規
模
企
業
の
振
興
と

安
定
を
図
る
た
め
中
元
に
必
要
な

運
転
資
金
を
特
別
に
融
資
し
ま
す

対
象
市
内
で
同
一
事
業
を
一
年

以
上
経
営
し
て
、
市
税
を
完
納

し、

保
証
協
会
の
対
象
事
業
所

融
資
金
限
度
百
万
円
以
内

融
資
期
間
六
月
二
日

l

十
月
三
十
一
日

年
九
・
一
五
労

手IJ

，里、

ノイ ドミントン

パスケットボーJレ

左Iζ同じ

リズム

ハイキン

美容体操、 リズム

体力測定

球

パスケットボール

ノイドミ

美容

卓

10.17 
24 

31 

16 

立
四
一旦

m

(
含
保
証
料
)

申
込
期
限

随
時
受
け
付
け
ま
す

が
申
込
か
ら
貸
付
決
定
ま
で
約

二
週
間
を
要
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
商
工
観
光
課
、
商

工
会
議
所
、
市
内
金
融
機
関
へ

園
遊
漁
者
の
皆
さ
ん
へ

小
型
船
船
操
縦
士
の
免
許
を
取

得
し
た
い
人
は
五
月
二
十
七
日
ま

で
に
農
林
水
産
課
へ
お
知
ら
せ
下

さ
い
。
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